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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第30期
第２四半期
連結累計期間

第31期
第２四半期
連結累計期間

第30期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日

自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高（千円） 7,146,122 5,214,629 10,975,372

経常利益（千円）  622,563  348,750 714,760

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（千円）
 △267,118  105,367 △462,616

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△260,720 109,595 △458,953

純資産額（千円） 6,949,204 6,689,104 6,750,972

総資産額（千円） 16,455,255 13,878,914 14,405,056

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）

△9.35 3.69 △16.19

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 41.8 47.6 46.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
400,628 615,501 726,689

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△64,739 △187,163 △114,648

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,426,111 △1,025,861 △2,351,026

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
5,203,523 3,957,788 4,552,829

　

回次
第30期
第２四半期
連結会計期間

第31期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日

自　平成24年７月１日
至　平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
5.32 3.57

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（１）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要等、一部に景気回復の動きが見

られるものの、欧州における債務問題に対する不透明感や円高基調の為替推移、中国をはじめとする新興国の成

長鈍化等、景気の更なる下振れリスクが懸念されております。

　このような状況の中、当社グループの主力事業であるフラットパネルディスプレイ部門におきましては、薄型テ

レビを中心とするディスプレイ市場が、世界的な需要低迷を受け厳しい結果となりました。一方、クリーン・エコ

エネルギー部門におきましては、国内向け住宅用の太陽光発電システムが堅調に推移し、新製品の超軽量太陽電

池モジュールが販売に貢献したことにより、売上・利益ともに前期を上回りました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、売上高5,214百万円（前年同四半期

比27.0％減）、営業利益328百万円（同51.0％減）、経常利益348百万円（同44.0％減）を計上し、四半期純利益は

105百万円（前年同四半期は267百万円の四半期純損失）となりました。

　セグメントの業績は以下のとおりであります。 

フラットパネルディスプレイ部門

　当部門につきましては、国内市場において、平成23年の地上デジタル放送への移行に伴う特需の反動や、テレビ

メーカー各社の不採算モデルの絞込み、急激な市場価格の下落により大幅な落込みがありました。また、海外市場

においては、円高持続の影響と新興国市場の低迷、過剰在庫の適正化のための生産調整により、前期の生産数量を

大幅に下回りました。このような状況の中、市場から求められる独自のコア技術である超精密貼合技術を活かし、

今後、成長が期待できるパソコン・デジタルサイネージ・電子黒板・タブレットＰＣ等で標準化されつつある

タッチパネル、新方式の３Ｄ・高精細テレビ等の次世代ディスプレイに必要な部材の生産に取組んでおります。

また、生産拠点の集約や少量多品種生産体制の確立、新規生産設備の導入による省人化等により、コストダウンと

経費の削減を徹底し、一層の事業体質の強化を図りました。

　この結果、売上高3,734百万円（前年同四半期比36.4％減）、営業利益258百万円（同63.1％減）となりました。

　

クリーン・エコエネルギー部門

　太陽電池の国内市場は、住宅用では、補助金制度や余剰電力買取制度を背景に、平成24年３月より発売した超軽

量太陽電池モジュールが、大手住宅メーカーへ供給される等、好調に推移しております。また産業用では、海外製

品の流入や国内市場における新規参入等による競争激化から、価格の下落を引き起こしているものの、平成24年

７月から導入された再生可能エネルギーの固定価格買取制度を背景に、メガソーラーや大規模な工場・倉庫への

設置等、需要が急速に拡大しております。このような市場の動きに対応すべく、独自の技術で開発し、独自のライ

ンで生産している超軽量太陽電池モジュールの販売拡大、新たな設置用途の拡大による新市場の開拓、メガソー

ラー等の発電事業市場に対する拡販のための製品ラインナップの充実・販売力の強化等に努めてまいります。

　この結果、売上高1,479百万円（前年同四半期比16.5％増）、営業利益54百万円（前年同四半期は47百万円の営

業損失）となりました。
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（２）キャッシュ・フローの状況　

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ595百万円減少の3,957百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は、615百万円（前年同四半期は400百万円の獲得）となりました。

　これは主として、売上債権の増加226百万円、たな卸資産の増加292百万円があったものの、税金等調整前四

半期純利益326百万円、仕入債務の増加453百万円、法人税等の還付額304百万円があったことによるものであ

ります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、187百万円（前年同四半期は64百万円の使用）となりました。

　これは主として、有形固定資産の取得による支出234百万円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、1,025百万円（前年同四半期は1,426百万円の使用）となりました。

　これは主として、長期借入金の返済による支出673百万円があったことによるものであります。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動　

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、68,194千円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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（５）生産、受注及び販売の実績　

　①生産実績

当第２四半期連結累計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、以下のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

前年同四半期比（％）

フラットパネルディスプレイ部門（千円） 3,415,576 △28.6

クリーン・エコエネルギー部門（千円） 689,781 △14.3

合計（千円） 4,105,357 △26.6

（注）１．金額は製造原価によっております。なお、セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　②受注実績

当第２四半期連結累計期間の受注実績をセグメントごとに示すと、以下のとおりであります。

セグメントの名称
受注高
（千円）

前年同四半期比
（％）

受注残高
（千円）

前年同四半期比
（％）

フラットパネルディスプレイ部門 3,811,250 △35.1 76,608 －

クリーン・エコエネルギー部門 1,481,947 27.1 6,891 △44.3

合計 5,293,198 △24.8 83,499 574.9

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　③販売実績

当第２四半期連結累計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、以下のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

前年同四半期比（％）

フラットパネルディスプレイ部門（千円） 3,734,642 △36.4

クリーン・エコエネルギー部門（千円） 1,479,987 16.5

合計（千円） 5,214,629 △27.0

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．当第２四半期連結累計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は以下

のとおりであります。

相手先

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

金額（千円） 割合（％）

旭硝子株式会社 3,326,512 63.8

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 105,000,000

計 105,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月13日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 29,786,400 29,786,400

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数は100

株であります。

計 29,786,400 29,786,400 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日
－ 29,786,400 － 2,000,007 － 2,436,668
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

松本實藏 兵庫県姫路市 13,130 44.08
松本倫長 兵庫県姫路市 2,441 8.19
松本庄藏 兵庫県尼崎市 1,854 6.22
東レ株式会社 東京都中央区日本橋室町２丁目１－１ 1,560 5.23
フジプレアム株式会社 兵庫県姫路市飾西38－１ 1,211 4.06
旭硝子株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目５番１号 936 3.14
リンテック株式会社 東京都板橋区本町23－23 936 3.14
ジェイアンドエム株式会社 兵庫県姫路市飾西274番地の17 475 1.59
松本春代 兵庫県姫路市 360 1.20
松本守雄 兵庫県姫路市 330 1.10

計 － 23,235 78.00

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,211,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 28,574,300 285,743 －

単元未満株式 普通株式 700 － －

発行済株式総数 29,786,400 － －

総株主の議決権 － 285,743 －

（注）１.「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が600株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数６個が含まれております。

　　　２.「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式が61株含まれております。

②【自己株式等】 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

フジプレアム株式会社
兵庫県姫路市

飾西38番地１
1,211,400 － 1,211,400 4.06

計 － 1,211,400 － 1,211,400 4.06

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、あると築地監査法人による四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

フジプレアム株式会社(E02348)

四半期報告書

 8/20



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,602,829 4,007,788

受取手形及び売掛金 ※1
 1,472,220

※1
 1,702,700

商品及び製品 229,955 424,495

仕掛品 176,789 308,181

原材料及び貯蔵品 533,650 500,654

その他 613,702 245,738

貸倒引当金 △3,984 △6,063

流動資産合計 7,625,163 7,183,495

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,517,451 2,512,297

土地 2,226,490 2,266,490

その他（純額） 1,661,817 1,635,525

有形固定資産合計 6,405,759 6,414,312

無形固定資産

その他 25,394 22,284

無形固定資産合計 25,394 22,284

投資その他の資産

その他 353,401 263,484

貸倒引当金 △4,662 △4,662

投資その他の資産合計 348,738 258,821

固定資産合計 6,779,892 6,695,418

資産合計 14,405,056 13,878,914
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 728,097

※1
 1,182,156

短期借入金 950,000 950,000

1年内返済予定の長期借入金 1,421,326 1,416,976

未払法人税等 31,152 117,233

賞与引当金 19,941 16,838

その他 601,479 284,525

流動負債合計 3,751,997 3,967,729

固定負債

長期借入金 3,118,059 2,451,204

退職給付引当金 1,907 －

その他 782,120 770,876

固定負債合計 3,902,086 3,222,080

負債合計 7,654,083 7,189,809

純資産の部

株主資本

資本金 2,000,007 2,000,007

資本剰余金 2,440,803 2,440,803

利益剰余金 3,108,354 3,042,272

自己株式 △863,878 △863,890

株主資本合計 6,685,287 6,619,193

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 9,155 3,791

為替換算調整勘定 △22,472 △16,291

その他の包括利益累計額合計 △13,316 △12,499

少数株主持分 79,001 82,411

純資産合計 6,750,972 6,689,104

負債純資産合計 14,405,056 13,878,914
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 7,146,122 5,214,629

売上原価 5,858,541 4,379,486

売上総利益 1,287,581 835,143

販売費及び一般管理費 ※1
 616,739

※1
 506,149

営業利益 670,842 328,994

営業外収益

受取利息 2,758 2,439

助成金収入 － 16,858

保険解約返戻金 7 13,024

固定資産賃貸料 1,200 －

その他 2,578 16,786

営業外収益合計 6,544 49,109

営業外費用

支払利息 48,928 24,379

為替差損 4,357 4,168

その他 1,537 805

営業外費用合計 54,823 29,353

経常利益 622,563 348,750

特別利益

投資有価証券売却益 1,100 －

特別利益合計 1,100 －

特別損失

固定資産除却損 68 4,496

役員退職慰労金 960,000 －

ゴルフ会員権評価損 － 18,004

特別損失合計 960,068 22,500

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△336,405 326,250

法人税、住民税及び事業税 228,527 108,745

法人税等調整額 △300,448 108,726

法人税等合計 △71,920 217,472

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△264,484 108,777

少数株主利益 2,633 3,409

四半期純利益又は四半期純損失（△） △267,118 105,367
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△264,484 108,777

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,500 △5,363

為替換算調整勘定 6,264 6,181

その他の包括利益合計 3,764 817

四半期包括利益 △260,720 109,595

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △263,354 106,185

少数株主に係る四半期包括利益 2,633 3,409

EDINET提出書類

フジプレアム株式会社(E02348)

四半期報告書

12/20



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△336,405 326,250

減価償却費 246,167 194,800

賞与引当金の増減額（△は減少） 529 △3,103

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,113 △6,866

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16,733 2,079

受取利息及び受取配当金 △3,418 △3,367

支払利息 48,928 24,379

固定資産除却損 68 4,496

ゴルフ会員権評価損 － 18,004

売上債権の増減額（△は増加） 867,092 △226,787

たな卸資産の増減額（△は増加） 83,573 △292,627

仕入債務の増減額（△は減少） △977,081 453,166

前渡金の増減額（△は増加） 107,586 △28,695

未払金の増減額（△は減少） 909,122 △14,017

未払消費税等の増減額（△は減少） 14,185 △43,873

その他 △58,036 △44,712

小計 889,693 359,125

利息及び配当金の受取額 3,418 3,367

利息の支払額 △52,245 △27,099

法人税等の還付額 － 304,705

法人税等の支払額 △440,238 △24,598

営業活動によるキャッシュ・フロー 400,628 615,501

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △71,199 △234,876

その他 6,460 47,713

投資活動によるキャッシュ・フロー △64,739 △187,163

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △1,025,968 △673,045

自己株式の取得による支出 － △12

リース債務の返済による支出 △228,693 △181,352

配当金の支払額 △171,449 △171,449

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,426,111 △1,025,861

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,213 2,482

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,088,008 △595,040

現金及び現金同等物の期首残高 6,291,532 4,552,829

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 5,203,523

※1
 3,957,788
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

 

【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ

・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの】

　該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でしたが、

満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、以下のとお

りであります。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

受取手形 4,352千円 1,777千円

支払手形  46,734 53,009

　

（四半期連結損益計算書関係）

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

役員報酬 82,858千円 36,171千円

給料 192,302 176,723

貸倒引当金繰入額 4,076 2,079

賞与引当金繰入額 3,656 5,323

退職給付費用 1,428 3,571
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は以下のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 5,253,523千円 4,007,788千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △50,000 △50,000

現金及び現金同等物 5,203,523 3,957,788

 

（株主資本等関係）

　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 171,449 ６ 平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

　

　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 171,449 ６　 平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　

報告セグメント　

調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

フラットパネル
ディスプレイ部門

　

クリーン・エコ
エネルギー部門

合計

売上高    　 　

外部顧客への売上高 5,876,0931,270,0297,146,122 － 7,146,122

セグメント間の内部

売上高又は振替高
　　16,661 62 16,724 △16,724 －

計 　5,892,754　　1,270,0927,162,846△16,724 7,146,122

セグメント利益又は

セグメント損失（△）

　

699,490 △47,717 651,773 19,069 670,842

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額は、セグメント間取引の消去等によるものであります。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　

報告セグメント　

調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

フラットパネル
ディスプレイ部門

　

クリーン・エコ
エネルギー部門

合計

売上高    　 　

外部顧客への売上高 3,734,6421,479,9875,214,629 － 5,214,629

セグメント間の内部

売上高又は振替高
　　253,392 － 253,392△253,392 －

計 　3,988,034　　1,479,9875,468,021△253,392 5,214,629

セグメント利益　 258,405 54,146 312,552 16,442 328,994

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去等によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△９円35銭 ３円69銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）（千

円）
△267,118 105,367

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失

金額（△）（千円）
△267,118 105,367

普通株式の期中平均株式数（株） 28,574,988 28,574,970

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月13日

フジプレアム株式会社
取締役会　御中

あると築地監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岩﨑　和文　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 長井　完文　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフジプレアム株式
会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から
平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連
結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ
・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して
四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フジプレアム株式会社及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財政状
態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報
告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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